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しながら心筋におけるウイ戸ルメの噌嫡にはさしで
変化なし組織学的にも変化は認められなかった。
他方中枢神経に於ては神経細胞の変性が依然としで
友白質に限局して認められた。
之等の事実は未だ問題のある“Parapoliomyelitis 
群ウイ戸 Jレスの位置づけに就いて示唆ナる所が多  
、。u
6) 胆嚢徒及び肺ft膿症の細菌に闘す忍者察
細菌学教室寺島東洋三
師尾 武
相磯敬明
日日義炎数例の細菌検索を行い，大腸菌，アルカリ
ゲネ.スタプロテウス，溶連菌等を証明した。大腸菌，
アルカリゲネ主主毎，腸管内では病害カのそれ程強〈
1) 菌の培養は Dolmanの宇流動培地を用いp 
20% CO2 中で 370C48時間行った。 
2) 培養鴻液ょに硫安握析，i車水透析，アノレコ 
-Jレ沈澱，クロロフ才ノレムゲJレ法の反復操作により
多糖体部  (A)と蛋白部 (B)を得た。 
3) 上記A分割単独では比較的弱い中毒が起忍の
が認められるが，とれは (B)分割部の合併により
強度に指強されるととを知った。即ち所謂エシテロ
トキシシ中毒なる現象は (A)(B)両分割の共存に
より発現ずるものと考え得る。 
4) 叉上記両分割に水解物をペーパークロマトグ
ラフ法によれその構成成分を分離確認した。
の血圧下降剤  Rauwol誼aserp，entinaの薬理
薬理学教室村山智，久我哲郎
い成制せてのさしそ定立つ挽が'事染きる感作ナてて求っし研究上とをに者件菌襲条る伎のれな側わ的体思失生とごくいが多な菌り 成且 
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!坤壊痘の十数例の内，ご例に於で大腸菌を証明し
た。口腔内細菌の吸引によって』起る肺壊痘病巣に、大
腸菌を証明ナる事により，口隆菌叢に於げる大腸菌
の出現を推定し，菌叢の変化と抗生物質ーの彰響とを
考察した。なお従来の培養法に基づく成績の意味が
論ぜられた。
わアレルギ自に依る実験的心柴
病理学教室石橋畳彦，  }Ij上仁，藤沢博
植山寿雄，家本誠一，北条弘
清水文雄，rJ口隆久
家兎，白鼠， ~毎誤等を使用して，細菌(葡萄，連
鎖球菌〉及び~~の凍結融解乾燥菌，馬血清及びその
グロプリ νを用い，注射方法は皮内，皮下，静脈，
腹腔等に，連続反覆的に同量或はj輔噌的に行った。
との結果心臓に見られる病変としては 3 弁肢には
浮腫性粗義化， フイブリノイ ド膨化，内皮下細胞F
噌殖，内皮細胞の噌生或は内皮下細胞の，棚状配列
撃の心内膜炎初期変化より血栓性又は股血性苑賛形
成，線維性肥厚迄の種々の心内膜炎変化を認め，心
筋にはアシヨフ体類似の肉芽腫，間質ーの細胞浸潤，、
心筋変性，膿蕩形成，疲痕形成を見た。血管変佑と
しては，壁の粗慈化及びフイプリノイ ド変化を伴F
った細胞浸潤等を認める。 
8) 細菌濃渡の皮肉反応による生体アレルギ四度
の表現並にその臨庭的応用
成田赤十字病院小児科 中島春美，車fijJl I~主代治
抜本一夫，石橋祝，佐野公明，河野政大
細菌培養穂波(大腸菌， rチフス J菌，赤痢菌，葡
投与で僅かに血底下降をみ，下痢が現れた。家兎耳
静脈内投与にで，観血的血庄測定を行うに，呼殴，
心運動に変化を来さぬ量で持続的の血症下降をみ
た。椎骨動脈内投与では夏に著明で、あった。この血
圧下降はアドレナリシにより依復せしめ得た。
犬及び家兎頚動脈費反射は本剤投与により減弱せ
しめられた。蛙摘関心， モノレモット摘出心迩勤は濃
度が高主ると抑制された。基下肢血管濯流では着実
なしマウ  λ摘出腸管運動は抑制された。本剤の血
圧降下作用には中枢性の影響の介在が強〈考えら
れ，又頚動脈費反射，心臓への直接作用等の凶子も
関与するものの知くである。 
5) 問謂 Parapoliomyelitisウイ田JJ，.スの組織
親和性に関する研究
細菌学教室桑田次男
病理学教室伊藤弘完
神経精神科学教室絵本 時 
Col-SKウイ-)レメをハッカネコぐミの筋肉内に接
種し，以後神経組織を使用ナるととなく筋肉から筋
肉へとウィ -Jレ九を継代して 70代余に及んだ。 ζ 
の筋肉継代株 (36代〉をネズミの腹腔内に接種後，
各臓器におけるウイ -Jレスの分布を調ぺた所その組
織親和性に著明な変化が認占うられた。即ち CoI-SK
の原株に比較し筋肉の感染価は高〈逆に脳の感染価
は著しく低い。ウイ-)レ.スのこの向筋肉性変異にと
もない全身の横紋筋に高度の変性が観察された。之
は原株の感染に際しでは見られない?Jf見である。然
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萄状球菌，肺炎双球菌及び流脳菌〉の皮内反応の強
弱は，感作家兎に於で，夫々特異抗原による皮内反 
応，即ち， rアノレヅスj 現象の強弱， 並に血清沈降
価の需cmと平行するのみならず，感作家兎血清は，
当該細菌憾液を抗原としても非特異的に沈降反応を
墨し，との沈降価の高低も亦，常に程度は低いが，
特異的沈降価ξ平行ずる。而して，本反応の組織像
を見ミ3に，本態的vこ「アJレツメ」現象に近似してU、
る。叉本反応は，臨床的に「ヅぺJレクリシJ反応及
び姻虫反応、(自国虫体腔液を以てする皮内反応、〉の強
弱と概ね平行し， rアレルギーj性疾患々児並に之
の既往を有ナるものに出現ナる場合が多い。、 
斯かる知見土上臨床的に本反応を主として「アレ 
Jレギー」性疾患々児陀施行すると，病状程度を可成
P忠実に表現せしめ得る。猫，大腸菌溶液の皮内反
応を乳児に地行ずるしその強弱は，腸Pl大腸荷属
の多寡に応仁，混合更に人工栄養児に強〈現われる
傾向を示ナ処より，乳児下痢症患児病状程度も亦可 
成り忠実に表現aせしめ得る。 
9) 農村に於る原康処理能設とその効果に就いて 
~ 
五井保健所長川本 勉
市原君1>特に養老川下岸地帯は，我々の数!支の調査
に依り鈎虫が他に比し非常に多い特殊地帯でるる事 
が発見せられた。県に於ては何故多いか之の対策を
如何にナべきかと言う事を究明ナべ〈該地区を鈎虫 
浸淫地に指定多額D補助を投じた。ととろで私は該
地区に対し之が予防の為尿尿処理地設として谷川I教
授指導に依り私が考案した三槽隔壁式貯摺槽と分離
式改良便所を多数設置した経過その後の効果の概要
に就いて報告ナる。
(1)指定地区の寄生虫浸淫状況
指定地区は養老川下岸地帯である五井町，姉崎
町J，東海村，千種村であり，鈎虫保有卒は 20%前
後s 鈎虫保有率は 60%前後で， 特に鈎虫保有は青
壮年令居に多〈見られる。
毘尿処理縮設の設置とその効果に就いで2)く， 
私は 3ヶ年に亘り県並に町村寄附金250万回を以
って4ヶ町村9部落に 3槽隔壁式貯招槽 200箇，分 
離式改良便所:40筒を設置し，夫々その効果に就い
て寄生虫保有卒の推移を検当した。即ち，両施設と 
も農村に於ける寄生虫予防とその原尿処理施設とし
では，他のものより経済的にも普及性が大である事
を認めたの設置後の効果としては鈎虫保有率は酸減
したが，鈎虫に就いては設置後の経過が短かい為末
だ卓効を収めてない。
(3) 3槽隔壁式貯間槽の設計に就いで
コシクリ戸ト肥料摺を完全に 3槽に仕切り， 1槽の
符積を大体 14斗入れ 6人家族の場合90日で 1槽
を満ナ様に設計し，尿尿を先ず第 1槽に， 3ヶ月後
第3槽，更に 3ヶ月後第3槽にと順次に入れ腐塾し
てから使用ナる。設計費は全部で 8，500向。
10) 権実による条虫駆除の臨跡的研究
国立千葉病院内科三輪清三
長島豊晴，中林違
和、共の内科に於ては昭和 24年以降板実(Torreya
uucifera)を応用して条虫駆除を行っているが，そ 
の結果栴突の条虫駆除作用が強力で副作用金くなく 
臨;体的に充分用い得る事を確認した。目下駆虫作用
の本態及び有効成分の抽出等につき鋭意研究中であ
忍が，今回は現布迄に得た成積の概要を報告する。
1) 粧実生薬の作用 11例の無鈎条虫症に 150g
1回投与を行い 1例無効の他全例に排虫あれ 8例
に完全駆虫を得た。 
2) 根実 Benzol抽出液の作用 無鈎条虫症2例
添 JRiの肥頚条虫寄生2例に投与したが何れも無効に
終った。
3) 栴実搾汁液の作用 生薬をそのま主圧縮搾汁
した場合及び生薬を煮沸後圧縮搾汁した場合につき
4例の無鈎条虫症に実験したが全例に排虫あり内 3
例完全駆虫， 1例再発の成稜を得た。
の その他，条虫症20例の臨林所見 15例の血液
像及び粧実法の対称として他の駆虫法を行った条虫
症 4例につき逮ぺた。
11) 当教室に於Iずるアイソト プに関する中間報E
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石川内科松村峡太郎，上野高次，宮崎隆次
江畑耕作，伊藤良昭，中島昭子 
1. p32に依る循環血球量測定に関する研究
家兎に於では勝卵器中で標識した血液の洗百摩擦球
を注入ナる揚合は，血中放射能の消失は 2時間で
20~30% であり， B家兎に p32を皮下注射して得
た標球を用うる場合に血中放射能の消失は 2時間で
10%である。前法で測定した揚合 7例の平均は kg
当 127.4士7.8ccであれ動揺範囲広〈叉後法で測
定した場合はとれよりやや少い値を示ナ。犬に於て
は前法によっても血中放射能の消失は 2時間 109る
であれ 11例の平均は kg当り 33.2土3.2ccで動揺
